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はじめに

米国疾病管理予防センター（CDC）は

1946年7月1日、Communicable Disease 

Center としてジョージア州アトラン

タ市にあるビルの一角に設立されまし

た。米国の公的機関の所在地が首都の

ワシントンでないことは非常に稀なこ

とですが、これは CDC が設立された歴

史に理由があります。当時第一次世界

大戦中であったアメリカは、ヨーロッ

パ戦線に派遣する兵士を南部のジョー

ジア州にある施設で訓練し、戦場へと送っていました。しかし、訓練中の兵士が次々と

戦地に赴く前に高熱に倒れていました。のちにこの原因はマラリアとわかったのですが、

当時は理由もわからず、兵士の派遣どころか訓練もままならぬ状況であったため、その

原因究明と対応策の実施を目的として現地に CDCが設立されました。設立当時 400 人の

職員と 1千万ドルの予算で蚊の対策を実施することが CDCの役割でした。その後、マラ

リアのみならず、ほかの感染症に対しても対応すべく、1947 年に Emory 大学からわず

か 10 ドルという破格の安値で現在の CDC ヘッドクォーターのある場所に移転し、その

後 60 年以上の年月が経過しました。現在では職員 1 万 4 千人以上、約 170 の職種、そ

して年間 70 億ドルの予算を有する巨大組織となっていることは皆さんもご存じのこと

と思います。

CDC は図に示したように、政府内の位置づけとしては保健福祉省公衆衛生局（DHHS）

の下部組織にあたります。同じ下部組織にはがん研究所や心肺血液研究所、小児保健発



達研究所などの集合体であるアメリ

カ国立衛生研究所（NIH）や食品、医

薬品、化粧品、医療機器などの製品の

許可、取り締まりを行うアメリカ食品

医薬品局（FDA）などがあります。こ

の中で CDC は、疫学を用いて米国民の

健康を守る機関として、国内外で発生

している病気、アウトブレイク、バイ

オテロなどの緊急事態に対して 24 時

間、365 日監視、対応する役割を担っ

ています。CDC は糖尿病や高血圧といった慢性疾患、職場の環境衛生、母子保健や栄養

学など感染症以外にも様々な分野において研究、介入を行っていますが、今回は感染症

の分野に関してお話しいたします。

感染症疫学

前述したように、CDC は疫学を用い

て国民の健康を守る機関です。従って

検査室診断結果や分子疫学なども含

め、あくまで疫学的手法を基盤として

研究、解析が行われ、その結果をもと

に提言や対策、介入が行われています｡

疫学は英語では Epidemiology といい

ます。疫学は英語では Epidemiology

といいます。Epidemiology はラテン語

由来の単語で epi- , -demos, -logs

と分けることができ、「人に関する学

問」という意味になります。疫学の定

義は疫学辞書によると「特定の集団に

おける健康に関連する状況あるいは

事象の分布あるいは規定因子に関す

る研究、さらにはそのような状況に影

響を及ぼす規定因子の研究も含む。ま

た健康問題を制御するために疫学を

応用すること」となりますが、簡単に

すると「集団の中における健康と病気

に関する学問」ということになるかと



思います。人に関する学問、と言っても、例えば食中毒の集団発生などでは、発症者の

臨床所見、感染源への曝露から症状出現までの時間、性別、年齢、渡航歴、喫食歴など

多岐にわたる情報が集まってきます。

これらの膨大な情報を時間、場所、

人、という項目に注目しながら整理、

解析をしていきます。これを記述疫学

といいますが、感染症、特にアウトブ

レイク調査における記述疫学の果た

す役割は大変重要です。なぜなら、記

述疫学の結果をもとに、感染症の流行、

あるいはアウトブレイクを起こした

原因、病原体が何であったか、という

仮説を立てるからです。例えば新しい

薬やワクチンの効果の検定をする場

合、「この薬、あるいはワクチンは効

く」という仮説に基づいて、調べたい

ものを投与した群とそうでない群に

分けて調査、解析をすればいいわけで

すが、感染症疫学においては最初から

どの病原体がアウトブレイクの原因

かわかりません。従って「このアウト

ブレイクはこの病原体によって引き

起こされた」といった仮説は最初から

存在するわけではないのです。観察調

査、環境検査結果、過去の事例などか

らの既知情報などに加え、丁寧な記述疫学を行うことにより、感染した人の共通行動、

リスク因子、潜伏期間などを調べ、仮説を導き出す、これが感染症疫学の特徴です。そ

してこの仮説の可否について疫学的手法（例えば case control study:症例対象研究）

を用いて検討します。この結果に基づき、なぜ病気が流行したのか、どのような人が高

いリスクを有しているのか、を検証し介入策、予防策などにつなげます。

アウトブレイク調査

CDC に は Epidemic Intelligence Service (EIS) オ フ ィ サ ー 通 称 ” Disease 

Detective(病気の探偵)“と呼ばれる研修制度があります。2 年間のプログラムで、こ

こで述べたアウトブレイクの調査を中心とした活動を行っており、CDC の感染症対策の

柱の一つです。このスライドにお示しした通り、これまでに多くの調査に関わっており、



食中毒や院内感染から、在郷軍人病や

HIV/AIDS といった当時知られていな

かった未知の疾病のアウトブレイク

調査、さらには天然痘の撲滅活動への

参加やバイオテロに関する調査まで

ありとあらゆる事例に関与していま

す。

なお、余談になりますが、CDC の感

染症対策の大きな考えの一つとして

「疾病の予防」があります。アウトブ

レイク調査でも、目的にはアウトブレ

イクの原因究明や感染拡大を止めることと並んで、再発防止、つまり「予防」が挙げら

れます。1992 年米国連邦議会は予防医療改正法案の議論の中で、正式に CDC の役割の

一つとして「疾病の予防」を加え、正式名称を“Centers for Disease Control and 

Prevention”に変更しました。従って、正式には略称は CDCP となりそうなものですが、

高い知名度とこれまでの多くの功績への敬意を表する意味も込めて、引き続き“CDC”

と呼ぶことも同じ連邦会議で決定されています。

サーベイランスとは

さて、ここまで述べてきたように、

CDC の感染症対策の中心は疫学やアウ

トブレイク調査ですが、これらを根底

で支えるのが、サーベイランスです。

サーベイランスとは、体系立てて継続

的に情報を収集し、それらを解析、解

釈し、さらにそれらの情報を介入する

当事者と共有すること、と定義されて

います。情報は繰り返し継続的に収集

されることで疾病の流行状況や特性

などが把握でき、また、介入策を行っ

た場合はその効果を判定することも

可能です。サーベイランスは単純に疾

患を診断した際に報告するだけ、と捉

えられがちですが、情報収集の方法、

結果の解釈の仕方次第で大変多くの

ことを教えてくれます。そして最も大



事なことは、集められた情報を介入、対策の実施につなげる、つまりサーベイランスの

情報は“Data for Action”でなければなりません。

CDC も様々な分野においてサーベイランスを実施していますが、全国規模の感染症サ

ーベイランスは National Notifiable Diseases Surveillance System（NNDSS）と呼ば

れています。ここに報告すべき疾患、Notifiable Disease は 2015 年度は 70 疾患以上

あります。ちなみに、各疾患の症例定義や集められた情報の質などの検討は、毎年 1回

各州のサーベイランス担当者や CDC のスタッフが集い、学会形式で議論を行い、問題点

などの改訂作業を行っています。

百日咳と結核のサーベイランス

サーベイランスの情報はアクショ

ンにつながらないといけない、と先ほ

ど述べましたが、例えばワクチンで予

防可能な疾患のサーベイランスにお

いては、ワクチン導入前後で報告患者

数の増減をみることでワクチンの効

果が判定できます。また、ワクチンの

接種率の変化により、患者の年齢層に

変化が認められれば、その年齢層に対

して追加接種を実施するか検討する

ことが可能です。例えば、米国におけ

る百日咳は、1940 年台に開発された全

菌体百日咳ワクチンを含む三種混合

ワクチン導入以降患者数が減少して

いましたが、近年増加傾向にあります。

年代別にみると 10 代の若者に患者が

多いため、成人用百日咳ワクチンを定

期接種として導入しました。現時点で

はこのワクチンの効果は認めるもの

の有効な期間が短いため、妊婦や医療

従事者へのワクチン接種が推奨され

ています。サーベイランスが問題提起

をした一例です。また、例えば結核の

サーベイランスでは、年々患者数は減

少しているものの、人種別にみると格

差を認めています。患者の詳細を調べ



ると、HIV 感染者に患者が多いこと、さらには結核が流行している国で生まれ、のちに

アメリカに移り住んでいる人たちに罹患者が多いことが分かってきました。現在では

HIV 患者に関して結核の検査を行うことはルーチンになっていますし、結核流行国での

サーベイランスの立ち上げや予防策の導入の支援を行っており、現在では CDC の地域事

務所が世界で 25か国以上に設置されています。

まとめ

70年ほど前、400 人でスタートした

CDC は、現在では公衆衛生の世界的リ

ーダーとして認知され、また実際にそ

の役割を担っています。そしてその軸

となっているものは疫学やサーベイ

ランの結果によって得られたエビデ

ンスであり、そのエビデンスに基づい

た予防を含めた感染症対策であると思います。


